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度 Ca と栄養(ペプトン)濃度 Cn をとり、培養温度 350C、湿度 96%と固定
した。その結果得られたコロニーパターンのモルフオロジー・ダイアグラムを













? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?? ?
， ? ? ? ? ?
? ?
， ? ， ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?













一L.1 1(.1 1:'¥ I . i jft ラ
















DLA-like pa社ern(Bacillus subtilis) 
図 2
寒天濃度 Gはほぼ固定し栄養濃度 Gを増して領域Aから Bに移行すると、
コロニーの枝は次第に太くなり、領域Bでは枝のないコンパクトなコロニーパ













よってこれらH スパゲッティ H がどんどん長くなるために、界面はその束をう
ねらせながら押し出すようにして前進する。確かにこの場合も Edenモデル
が期待するようにその界面は自己アフィン・フラクタルなのだが、その自己ア
フィン(荒さ)指数αは約 0.78であり、 Edenモデルが与える 0.5とは大き
く食い違う oこれは上述のように領域Bでは界面に沿った界面揺らぎの相関が
強いためである。 Edenモデルではこの相闘がない。




































DBM-like pa仕ern(Bacillus subtifis) 
比較的狭い領域 Cでは活発な細胞の能動的な動きとその停止とを交互に繰






























これまでの実験結果をまとめてみよう o 図 1を見ると、モルフオ口ジーの変
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D= d { 1+ω(め}(dは定数、関数 ω(r)は |ω1<1を満たすランダム関数)
とする。さらに簡単のために、 νニ 1、g(B，N)=Nとおいた o 結果として得ら
れる反応拡散方程式は
(2) 









































係数 a(Ba，N)はその変換率を表す o これは一般には細胞の内部状態によって
決まるのであろうが、栄養がたっぷりあればわざわざ不活発になることもない
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